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東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年
六
ヶ
月
を
経

過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
作
業
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

被
災
線
区
の
復
旧
は

全
く
目
途
が
立
っ
て

い
な
い
▼
８
月
20
日
、
気
仙
沼
線

の
不
通
区
間
（
気
仙
沼
―
柳
津
、

約
52
キ
ロ
）
で
、
バ
ス
高
速
輸
送

シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
暫

定
運
行
が
始
ま
っ
た
。
大
船
渡
線

に
つ
い
て
も
21
日
、
大
船
渡
市
が

容
認
す
る
意
向
を
表
明
し
、
陸
前

高
田
市
も
ル
ー
ト
変
更
を
条
件
に

受
け
入
れ
る
方
針
を
示
し
た
。
両

市
と
も
、
気
仙
沼
線
同
様
鉄
路
の

復
旧
が
大
前
提
と
し
た
上
で
、

「
今
困
っ
て
い
る
被
災
者
の
と
り

あ
え
ず
の
足
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
仮
復
旧
を
受

け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
苦
渋

の
判
断
▼
震
災
発
生
後
、
清
野
社

長
（
当
時
）
は
「
被
災
線
区
に
つ

い
て
責
任
を
持
っ
て
復
旧
を
図

る
」
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

企
業
の
社
会
的
責
任
か
ら
も
履
行

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
何

よ
り
も
鉄
路
の
安
全
が
最
優
先
で

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
地

域
住
民
の
移
動
す
る
権
利
を
保
障

す
る
意
味
で
も
、
早
期
復
旧
に
向

け
国
の
支
援
が
改
め
て
求
め
ら
れ

て
い
る
▼
先
日
、
異
業
種
の
方
々

と
の
懇
談
の
場
で
、
震
災
時
に
お

け
る
貨
物
列
車
に
よ
る
石
油
輸
送

に
つ
い
て
「
よ
く
で
き
た
も
の

だ
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。
会
社
は

違
え
ど
も
、
元
々
は
同
じ
国
鉄
。

会
社
の
枠
を
超
え
た
鉄
道
人
と
し

て
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
そ
う
し

た
「
在
来
線
」
と
い
う
ベ
ー
ス
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
あ
の
緊
急
輸
送

が
で
き
た
と
思
う
。
い
ま
新
幹
線

延
伸
の
陰
で
在
来
線
が
切
り
捨
て

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
喉
元

過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
で
は

な
い
が
、
震
災
を
通
じ
て
改
め
て

認
識
を
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
の
在
来
線
の
重
要
性
を
、
私
た

ち
は
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
（
要
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

　

　

地
方
本
部
は
、
９
月
２
日
・
３
日
に
第
６
回
組
織
拡
大
対
策
会
議
を
盛
岡
市
の
つ
な
ぎ
温
泉
・
清
温

荘
で
37
人
が
参
加
す
る
中
で
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
拡
大
経
験
交
流
と
し
て
高
崎
地
方
本
部
か
ら
倉
林
誠
地
方
本
部
副
委
員
長
と
社
会
人
採

用
者
で
２
０
１
０
年
５
月
に
国
労
に
加
入
し
た
大
和
田
雅
仁
（
高
崎
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）
さ

ん
、
東
労
組
か
ら
今
年
５
月
に
国
労
加
入
し
た
平
野
賀
規
（
渋
川
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）
さ
ん
の
３
人

を
招
き
、
取
り
組
み
や
加
入
の
決
意
な
ど
の
報
告
も
受
け
、
分
散
会
・
全
体
交
流
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
拡
大
に
向
け
て
自
分
た
ち
か
ら
壁
を
つ
く
ら
ず
、
も
う
一
歩
前
に
出
て
、
組
織
拡
大
を

全
組
合
員
の
も
の
と
し
全
力
を
挙
げ
て
行
く
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。

「加入のキッカケなどを話す大和田雅仁さん」

＝＝好・珍プレーで盛り上った大会＝＝

▽
９
月
17
日
（
盛
岡
）

　

東
北
協
議
会
役
員
会

▽
９
月
21
日
（
盛
岡
）

　

第
12
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
９
月
22
日
（
盛
岡
）

　

第
１
回
地
方
本
部
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

大
会

▽
９
月
22
日
（
盛
岡
）

　

第
48
回
家
族
会
盛
岡
地
方
連
合

　

会
総
会

▽
９
月
30
日
（
盛
岡
・
青
森
）

　

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
学
習
会

▽
10
月
13
・
14
日
（
盛
岡
）

　

第
68
回
定
期
地
方
大
会

家
族
含
め
31
人
参
加
で
プ
レ
ー

優
勝
は
工
藤
圭
子
さ
ん（
家
族
）

＝＝
青
森
地
区
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＝＝

第６回地方本部
組織拡大対策会議

　

８
月
16
日
に
青
森
地
区
協
主
催

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
ア
オ
モ
リ

ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

お
盆
後
で
し
た
が
、
組
合
員
・

家
族
（
女
性
６
人
含
む
）
31
人
の

参
加
者
が
あ
り
好
プ
レ
イ
・
珍
プ

レ
イ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
優
勝
は
工
藤
圭
子
さ
ん
（
運

転
分
会
、
仁
嗣
さ
ん
の
奥
様
）
２

位
は
相
馬
英
夫
さ
ん
（
駅
連
分

会
）
３
位
は
西
沢
激
さ
ん

（
施
設
分
会
）
で
し
た
。

　

終
了
後
、
ア
ラ
ス
カ
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
懇
親
会

を
開
き
各
分
会
・
家
族
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
９
月
22
日
に
開
催

さ
れ
る
地
本
大
会
に
向
け

青
森
地
区
協
の
健
闘
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇

青
森
地
区
協
事
務
局
長

　
　
　
　
　

工
藤　

忠
久

　

地
方
本
部
は
、
８
月
19
日
・
14

時
30
分
か
ら
、
八
戸
市
・
八
戸
駅

前
の
「
ユ
ー
ト
リ
ー
」
に
お
い
て
、

64
人
が
参
加
す
る
中
、
第
１
回
支

部
・
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議

を
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
小
林
副
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
座
長

に
齋
藤
委
員
長
を
選
出
し
た
。
座

長
就
任
と
地
本
執
行
委
員
会
を
代

て
き
た
。
研
修
後
実
家
に
東
労
組

の
役
員
が
き
て
、
家
族
の
前
で
加

入
を
詰
め
ら
れ
嫌
に
な
り
、
国
労

加
入
し
た
。
国
労
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
く
れ
る
し
、
試
験
で
も
指

導
職
に
合
格
、
差
別
は
な
い
。
若

い
人
が
入
っ
て
も
大
丈
夫
だ
。
若

い
人
は
東
労
組
の
締
め
付
け
で
嫌

に
な
っ
て
い
る
の
が
事
実
。
私
も

同
期
が
い
る
の
で
拡
大
に
頑
張
る
。

加
入
後
の
色
々
の
心
配
は
い
ら
な

い
と
思
う
。
最
終
的
に
は
本
人
が

判
断
す
る
。
加
入
す
る
よ
う
多
く

声
を
か
け
て
ほ
し
い
」
ま
た
、
平

野
さ
ん
も
「
私
は
Ｊ
Ｒ
社
会
人
採

用
試
験
を
受
験
し
合
格
、
入
社
し

た
。
研
修
後
、
東
労
組
の
役
員
か

　

会
議
は
、
齋
藤
委
員
長
が
「
組

織
拡
大
に
打
っ
て
出
る
意
思
統
一

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
一
歩
ず
つ

進
む
拡
大
の
行
動
を
広
め
て
、
ス

テ
ッ
プ
を
早
く
し
て
会
社
へ
の
影

響
力
の
あ
る
力
を
つ
け
て
い
こ

も
う
一
歩
前
に
出
て
拡
大
行
動
を

も
う
一
歩
前
に
出
て
拡
大
行
動
を

壁
を
作
ら
ず
取
り
組
も
う

◇
高
崎
地
本
か
ら
３
人
招
き
経
験
交
流
◇

う
」
と
挨
拶
し
座
長
に
就
任
、
進

め
ら
れ
た
。

　

続
い
て
拡
大
経
験
交
流
に
入
り
、

高
崎
地
方
本
部
の
倉
林
副
委
員
長
、

大
和
田
雅
仁
（
34
歳
・
高
崎
新
幹

線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）
さ
ん
と

平
野
賀
規
（
40
歳
・
渋
川
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
）
さ
ん
か
ら
報
告
を

受
け
た
。

　

倉
林
副
委
員
長
は
、
「
今
日
参

加
の
２
人
と
も
社
会
人
採
用
、
高

校
卒
の
社
員
と
若
干
雰
囲
気
が
違

う
。
今
回
は
96
年
当
時
の
よ
う
な

加
入
し
た
者
に
対
す
る
東
労
組
の

異
常
な
対
応
は
な
い
。
や
っ
ぱ
り

浦
和
事
件
の
影
響
と
思
う
。
新
規

採
用
者
の
取
り
組
み
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
を
考
え
情
報
キ
ャ
ッ
チ
に
努

力
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
い
人

と
話
す
と
き
、
過
去
の
我
々
が
受

け
た
差
別
を
言
っ
て
も
駄
目
だ
。

２
人
は
今
自
ら
東
労
組
の
青
年
部

に
声
を
か
け
拡
大
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
」
大
和
田
さ
ん
は
、

「
東
労
組
の
役
員
が
国
労
に
入
る

こ
と
の
不
利
益
を
し
つ
こ
く
言
っ

ら
携
帯
に
電
話
が
入
り
、
国
労
だ

と
試
験
に
合
格
し
な
い
な
ど
と
話

し
て
い
た
。
皆
が
東
労
組
に
加
入

し
た
の
で
自
分
も
加
入
し
た
。
署

名
行
動
な
ど
東
労
組
の
取
り
組
み

に
疑
問
を
感
じ
た
し
、
一
緒
に
酒

を
飲
む
こ
と
も
な
か
っ
た
。
国
労

の
人
は
面
倒
見
が
よ
く
、
人
間
性

が
ど
こ
か
違
う
と
思
っ
て
い
た
。

国
労
に
誘
わ
れ
、
大
和
田
さ
ん
の

加
入
も
き
っ
か
け
と
な
り
加
入
し

た
。
東
労
組
の
若
い
人
も
気
持
は

あ
る
と
思
う
、
差
別
は
な
い
こ
と

を
訴
え
て
い
き
た
い
。
自
分
は
若

い
人
に
教
え
る
た
め
に
も
上
の
職

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
の
べ
た
。

　

そ
の
後
、
菊
池
組
織
部
長
が
組

織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
提

起
と
分
散
会
の
説
明
が
行
わ
れ
、

３
分
散
会
が
行
わ
れ
一
日
目
を
終

了
し
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
報
告
か
ら
で

①
昨
年
の
会
議
と
は
報
告
内
容
が

変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
一

歩
踏
み
出
せ
な
い
の
が
現
実
だ
②

失
敗
を
恐
れ
ず
取
り
組
み
を
頑
張

っ
て
い
く
③
職
能
別
に
よ
っ
て
若

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会

　
　

２
０
１
２
年
９
月
30
日
（
日
）
13
時
15
分
〜

　
　
　

【
盛
岡
支
部
組
合
員
】

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
国
労
会
館
４
階
会
議
室

　
　
　

【
青
森
支
部
組
合
員
】

　
　
　
　
　
　
　

青
森
国
労
会
館
２
階
会
議
室

　
　
　
　
　

＝＝
多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
＝＝

い
人
と
の
接
し
方
の
違
い
も
あ
る

④
役
員
の
み
の
拡
大
の
取
り
組
み

で
な
く
、
組
合
員
全
体
で
取
り
組

む
体
制
を
作
ろ
う
―
な
ど
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
全
体
討
論
で
７
人
が

発
言
、
高
崎
地
本
の
３
人
か
ら

「
加
入
は
個
人
が
最
終
的
に
は
判

断
す
る
こ
と
な
の
で
、
考
え
す
ぎ

ず
加
入
を
進
め
て
ほ
し
い
」
「
職

場
で
は
国
労
が
中
心
と
思
う
、
若

い
人
に
声
を
か
け
、
加
入
用
紙
を

渡
し
話
し
て
ほ
し
い
」
「
国
労
組

織
に
自
信
を
持
ち
、
整
え
て
か
ら

で
は
な
く
、
す
ぐ
声
掛
け
を
し
て

い
こ
う
」
な
ど
感
想
を
受
け
た
。

　

最
後
に
佐
々
木
書
記
長
が
、

「
労
働
組
合
の
任
務
は
差
別
を
許

さ
な
い
こ
と
。
そ
れ
を
進
め
て
き

た
の
が
国
労
。
そ
の
歴
史
、
労
働

運
動
を
若
い
人
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
大
切
だ
。
技
術
継
承
、
安
全
問

題
で
も
労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
大
切
、
そ
の
た
め
に
も
組
織

拡
大
に
一
歩
前
に
出
て
全
力
を
」

と
ま
と
め
団
結
頑
張
ろ
う
で
会
議

を
終
わ
っ
た
。

労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
締
結
な
ど
意
思
統
一

「
第
１
回
支
部
・
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
＝＝八戸＝＝

表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
齋
藤

委
員
長
は
「
国
労
の
組
織
力
で
全

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
組
織
の
拡

大
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
参
加
者
に

訴
え
た
。

「
第
４
回
マ
イ
カ
ー
共
済
加
入
促

進
優
秀
機
関
」
14
分
会
の
表
彰
後
、

佐
々
木
書
記
長
が
①
国
労
青
森
支

部
会
館
に
関
す
る
事
項
②
Ｊ
Ｒ
東

日
本
「
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約

締
結
」
に
つ
い
て
③
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
④
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一

体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な
る

推
進
に
つ
い
て
⑤
第
３
回
地
区
集

会
・
当
面
の
日
程
⑥
そ
の
他
の
６

項
目
の
協
議
事
項
を
提
案
し
た
。

　

項
目
ご
と
に
協
議
に
は
入
り
、

以
下
の
意
見
が
発
言
さ
れ
た
。

◎
１
名
の
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
た
。
東
労
組
の
人
が

戻
っ
て
き
や
す
い
環
境
作
り
を
し
、

さ
ら
に
拡
大
に
む
け
て
頑
張
る
。

◎
国
労
に
加
入
す
れ
ば
〝
飛
ば
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
〞
と
い
う
不

安
の
声
が
あ
る
。

◎
長
期
の
単
身
赴
任
を
強
い
ら
れ

て
い
る
組
合
員
を
、
一
日
も
早
く

希
望
地
に
戻
す
取
り
組
み
を
強
化

し
て
欲
し
い
。

◎
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ

た
業
務
体
制
の
更
な
る
推
進
に
つ

い
て
の
地
方
交
渉
に
お
け
る
問
題

点
と
課
題
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
佐
々
木
書
記

長
は
、
○
長
期
単
身
赴
任
の
解
消

に
む
け
引
き
続
き
会
社
に
求
め
て

い
く
こ
と
○
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一

体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な
る

推
進
に
つ
い
て
の
地
方
交
渉
を
、

説
明
員
と
協
力
し
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
等
を
答
弁
し
、
協
議

事
項
は
全
体
で
確
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
「
組
織
拡
大
に
全
力
で

取
り
組
も
う
」
と
い
う
阿
部
副
委

員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
を
参
加
者
全

員
が
胸
に
刻
み
、
会
議
を
閉
会
し
た
。

　

な
お
当
日
は
、
会
議
前
段
の
13

時
か
ら
「
労
働
協
約
の
意
義
と
効

力
に
つ
い
て
」
（
労
働
講
座
＝
国

労
会
館
盛
岡
地
方
部
主
催
）
が
福

田
弁
護
士
を
講
師
に
開
催
さ
れ
、

充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た
。
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

被
爆
67
周
年

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

被
爆
67
周
年

ノ
ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
・
そ
し
て
福
島

ノ
ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
・
そ
し
て
福
島

　

７
月
28
日
福
島
県
教
育
会
館

で
、
全
国
か
ら
当
初
７
０
０
人

の
予
定
が
一
般
参
加
者
も
含
め

１
０
５
０
人
と
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

福
島
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
黙
と
う
か
ら
始
ま

り
、
元
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
設
計

技
術
者
の
後
藤
政
志
さ
ん
に
よ

る
「
福
島
原
発
の
現
状
と
再
稼

働
の
危
険
性
」
、
医
師
の
振
津

か
つ
み
さ
ん
に
よ
る
「
福
島
原

発
事
故
後
の
放
射
能
汚
染
と
被

爆
」
の
講
演
や
地
元
福
島
か
ら

の
現
状
報
告
な
ど
が
あ
り
、
如

何
に
原
発
が
危
険
で
あ
る
か
、

被
爆
者
の
「
心
、
身
体
、
暮
ら

し
の
苦
し
み
」
は
健
康
被
害
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
生
活
全
体
に

及
ぶ
被
害
で
あ
る
か
、
避
難
勧

告
が
出
さ
れ
、
帰
り
た
く
て
も

帰
れ
な
い
、
職
を
失
い
一
家
離

散
、
３
〜
15
年
後
に
発
病
す
る

甲
状
線
異
常
な
ど
、
精
神
的
苦

痛
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
、
「
早
く
普
通
の
生
活
が

し
た
い
」
と
い
う
切
実
な
訴
え

な
ど
、
生
の
声
を
聞
い
て
改
め

て
福
島
の
人
達
の
深
刻
な
状
況

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

事
故
後
も
壊
れ
た
原
子
炉
は

修
理
で
き
ず
、
放
射
能
を
出
し

続
け
て
い
ま
す
。
事
故
で
経
済

よ
り
も
安
全
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
を
学
ん
だ
は
ず
な
の
に
、

東
京
電
力
を
含
む
大
企
業
の
利

益
や
政
権
の
維
持
な
ど
目
先
の

利
害
で
大
飯
原
発
を
再
稼
働
さ

せ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
原
発
は

安
全
な
ら
運
転
し
て
も
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
原
発
は
死
の
プ

ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
を
生
み
出
し
、

無
毒
化
に
は
気
の
遠
く
な
る
年

月
が
必
要
で
、
事
故
が
起
き
れ

ば
、
大
地
を
被
爆
さ
せ
、
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
全
て

の
生
き
物
の
遺
伝
子
を
傷
つ
け

ま
す
。
今
の
科
学
技
術
で
は
制

御
で
き
な
い
の
に
な
ぜ
原
発
を

再
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

電
力
需
要
の
約
３
分
の
１
が

原
発
で
す
が
、
火
力
発
電
所
な

ど
の
電
力
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ

り
「
稼
働
原
発
ゼ
ロ
」
の
状
態

が
２
カ
月
続
き
ま
し
た
。
昨
年

の
夏
の
最
大
電
力
需
要
期
、
「

ピ
ー
ク
電
力
」
に
対
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
、
節
電
で
乗
り
越
え
、

企
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
節
電
対
策

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
脱
原

発
に
む
け
今
後
は
太
陽
光
か
風

力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
構
成
比
率
の
向
上
が
必
要

で
す
。
国
や
県
、
市
町
村
が

も
っ
と
大
幅
に
支
援
し
、
コ
ス

ト
低
下
の
た
め
に
企
業
の
競
争

を
高
め
る
な
ど
し
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
も
っ
と
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
原
発
の
な
い
県
で

も
、
周
辺
で
何
か
が
起
き
れ
ば

害
を
被
り
ま
す
。
も
つ
と
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
に
、
私
た
ち
は
今
何
を

な
す
べ
き
か
を
よ
く
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

盛
岡
運
転
分
会
　
白
沢
　
俊
明

早
く
普
通
の
生
活
が
し
た
い

　

地
元
福
島
の
深
刻
な
生
の
声

福島大会

地
方
本
部
執
行
委
員
　
菊
池
　
要
悦

反
原
発
・
脱
原
発
の
訴
え
に

　

学
習
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

広島大会

青
森
支
部
委
員
長
　
阿
部
　
一
久

確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

　

長
崎
の
平
和
へ
の
思
い
実
感

長崎大会

▼今年も多くの献花がされた、
　広島原爆死没者慰霊碑

▲原爆ドーム付近で記念撮影
　する岩手県代表団

▶集約集会の行われた長崎会場

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
広
島
大

会
８
・
３
〜
６
）
に
参
加
の
機

会
を
得
、
国
労
派
遣
と
し
て
参

加
し
た
。
岩
手
県
の
代
表
団
は

齋
藤
庄
司
平
和
環
境
岩
手
県
セ

ン
タ
ー
副
議
長
（
地
本
委
員

長
）
を
団
長
に
、
労
組
や
市
民

団
体
等
か
ら
男
性
は
15
人
、
女

性
は
８
人
、
小
中
学
生
13
人
の

計
36
人
が
参
加
し
て
き
た
。

　

８
月
４
日
の
午
前
中
は
、
語
り

部
で
あ
る
池
田
精
子
さ
ん
に
よ
る

「
被
爆
体
験
談
」
学
習
会
。
池
田

さ
ん
は
自
ら
の
体
験
を
通
じ
、
平

和
の
原
点
は
人
間
の
痛
み
を
知
る

こ
と
に
あ
り
、
憎
し
み
の
連
鎖
を

断
ち
切
り
、
戦
争
を
続
け
て
き
た

歴
史
の
転
換
が
必
要
だ
と
話
し

た
。
午
後
は
、
広
島
平
和
記
念

公
園
資
料
館
を
見
学
し
、
折
鶴
平

和
行
進
へ
。
一
年
振
り
の
平
和
公

園
資
料
館
で
、
改
め
て
核
兵
器
の

凄
ま
じ
さ
、
非
人
道
さ
を
痛
感
。

広
島
ま
で
は
遠
く
て
な
か
な
か
行

く
機
会
は
な
い
と
思
う
が
、
是
非

一
度
の
見
学
を
勧
め
た
い
。
17
時

半
か
ら
開
催
の
連
合
・
原
水
禁
・

核
禁
会
議
の
三
団
体
に
よ
る
「
核

兵
器
廃
絶
２
０
１
２
平
和
ヒ
ロ
シ

マ
集
会
」
へ
は
６
８
０
０
人
が

結
集
。
被
爆
者
の
箕
牧
智
之
広
島

県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
事
務

局
長
が
自
ら
の
体
験
と
平
和
運
動

の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

５
日
は
第
３
分
科
会
「
脱
原
発

と
そ
の
為
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
」
へ
参
加
。
藤
井
石
根
明
治
大

学
名
誉
教
授
が
講
演
し
「
地
震

国
・
日
本
で
原
発
の
設
置
は
危

険
性
が
高
い
。
原
発
が
産
出
し
た

使
用
済
み
核
燃
料
は
常
に
冷
却
が

必
要
で
あ
る
が
貯
蔵
量
も
限
界

に
近
く
、
原
発
稼
動
に
よ
っ
て

使
用
済
み
核
燃
料
が
増
え
続
け
れ

ば
物
理
的
な
事
由
で
原
発
は
立
ち

行
か
な
く
な
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
本
格
的
な
導
入
を
図
る
と
同

時
に
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
そ
し
て
24
時
間
型
社
会

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
訴
え
た
。
今
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
社
会
か
ら
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
社
会
へ
の
転
換
を

促
し
て
い
る
が
、
今
日
の
社
会
は

確
か
に
見
直
す
べ
き
点
が
多
々
あ

る
と
思
う
。

　

６
日
は
広
島
平
和
公
園
に
て
原

爆
投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分

に
黙
祷
を
捧
げ
、
現
地
解
散

と
な
っ
た
。

　

松
井
広
島
市
長
は
平
和
宣
言

で
福
島
第
１
原
発
事
故
に
触

れ
、
市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を

守
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
確
立
を
政
府
へ
求
め
た
。
青

森
県
六
ヶ
所
村
に
は
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
再
処
理
工
場
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
原
発
問
題
は
私
た

ち
に
も
「
身
近
な
問
題
」
で
あ

る
。
反
原
発
・
脱
原
発
を
訴
え

て
い
く
た
め
に
も
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
可
能
性
や
将
来
の
社
会
の

在
り
方
な
ど
の
学
習
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
８
月
７
日
の
「
核
兵
器

廃
絶
」
２
０
１
２
平
和
ナ
ガ
サ

キ
大
会
（
原
水
禁
・
連
合
・
核

禁
会
議
３
団
体
主
催
）
に
参
加

す
る
た
め
に
前
日
６
日
か
ら
長

崎
入
り
を
し
ま
し
た
。
予
定
で

は
青
森
空
港
14
時
55
分
出

発
、
羽
田
空
港
に
16
時
10
分
到

着
し
、
16
時
55
分
発
の
長
崎
行

に
乗
り
換
え
て
長
崎
空
港
に
は

18
時
45
分
に
到
着
す
る
は
ず
で

し
た
。
し
か
し
、
羽
田
〜
青
森

間
上
空
の
気
流
の
乱
れ
で
30
分

遅
れ
の
出
発
と
な
り
、
結
局
羽

田
に
は
17
時
到
着
、
私
は
最
終

19
時
15
分
発
の
便
を
手
配
し
て

貰
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
長
崎

行
き
最
終
便
が
青
森
か
ら
の
折

り
返
し
便
と
の
事
、
お
ま
け
に

30
分
遅
れ
で
羽
田
に
到
着
し
出

発
が
20
時
、
長
崎
市
内
の
ホ
テ

ル
に
着
い
た
の
は
22
時
40
分
で

し
た
。

　

翌
７
日
は
昼
前
に
原
水
禁
青
森

県
民
会
議
川
村
団
長
、
泉
事
務
局

長
と
合
流
し
今
後
の
予
定
を
確

認
、
団
長
と
２
人
で
13
時
30
分
に

爆
心
地
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
と
原
発
再
稼
働
は

許
さ
な
い
！
」
脱
原
発
！
脱
基
地

！
ナ
ガ
サ
キ
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
15
時
45
分
か
ら
の

平
和
ナ
ガ
サ
キ
大
会
会
場
前
で
の

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
チ
ラ
シ
配
布
手

伝
い
を
し
な
が
ら
青
森
県
か
ら
の

参
加
者
と
合
流
、
長
崎
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
約
４
５

０
０
人
参
加
の
も
と
、
原
水
禁
川

野
議
長
が
「
広
島
・
長
崎
そ
し
て

福
島
の
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
開
会
あ
い
さ

つ
し
、
高
校
生
平
和
大
使
や
長
崎

市
民
の
方
々
が
「
親
子
で
綴
る
平

和
の
願
い
」
を
構
成
詩
で
訴
え
ま

し
た
。

　

８
日
は
青
森
県
民
会
議
参
加
の

８
人
で
第
１
分
科
会
に
参
加
、

福
島
第
１
原
発
事
故
の
状
況
や

被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
と
提

案
を
受
け
脱
原
発
に
向
け
何
が

必
要
か
を
討
論
し
ま
し
た
。
午

後
に
は
ち
ょ
っ
と
一
息
、
８
人

で
長
崎
観
光
を
し
て
中
華
街
で

交
流
会
、
美
味
し
い
長
崎
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
、
皿
う
ど
ん
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
青
森
県
民
会
議
が

毎
年
行
っ
て
い
る
慰
霊
碑
墓
参

に
向
か
い
、
Ｉ
女
性
会
議
の
皆

さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
千
羽
鶴
を

供
え
御
霊
を
供
養
し
、
そ
し
て

９
時
か
ら
の
ま
と
め
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
は
帰
り
の
飛
行
機
時
間
の

関
係
で
、
途
中
で
会
場
を
後
に

し
、
空
港
に
向
か
う
バ
ス
の
中

で
原
爆
投
下
時
間
11
時
２
分
を

迎
え
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

今
回
ナ
ガ
サ
キ
大
会
に
参
加

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
平
和
へ

の
思
い
は
確
実
に
次
の
世
代
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
今
後
も
核
も
戦
争
も

な
い
平
和
な
世
界
を
目
指
し
運

動
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

◇


